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2011－2012 シーズン インフルエンザ

千葉市保健所によれば、インフルエンザの発症報告は、第 48 週の時点で全国平均や千葉

県を上回っており、第 49 週は前週より更に大幅に増加し 2.75 になったそうです。型別迅

速診断結果では、A 型が 96.7％を占めています。年齢階級別に見ると、10～14 歳、7 歳、

8 歳の順で報告が多くなっています。区別の発生状況では、緑区で流行発生注意報値（10.0/
定点）を上回りました。同区の 7 歳が最多となっています。

年末年始を超えると、本格的な流行になる予想です。手洗い・うがい・咳エチケットの

励行をお願いいたします。

保健所別発生状況

＜千葉県感染症情報センターＨＰより抜粋＞

学内でインフルエンザおよびその他の感染症が集団発生している疑いがある場合は

総合安全衛生管理機構 043-290-2214（ナース室）もしくは

043-290-2219（機構事務室）

info-hsc@office.chiba-u.jp
へご連絡ください。


